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Abstract: 天然に存在するホウ素原子は 10Bおよび 11Bの２つの同位体から構

成されている。これら二つの同位体は同様の化学的性質を示す一方で、そ

れらの物理化学的な性質は大きく異なっている。具体的には、10B 原子は

熱中性子線照射によりα壊変を起こすことから放射線治療への応用が期待

されており、11B 原子は核磁気共鳴法(NMR)の感受性が高いことから化合物

の可視化に適した性質を有している。このような背景から、我々はホウ素

原子のセラノスティックな性質に注目し、ホウ素を利用した新たながん診

断・治療薬の開発を進めている。本講演では、銅イオンを検出する 11B 

NMR/MRI プローブ分子の開発およびホウ素中性子線捕捉療法(BNCT)のた

めのナノ粒子型薬剤の開発について紹介する。 
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